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背景と目的（目標設定）

近年、日本各地で自然由来による土壌汚染が顕在化し始めている。特に、沖積堆積物の一つである海

成堆積物は空気中で放置されると酸性土壌へと変化し、そこから環境基準を上回る様々な有害重金属類

（砒素、カドミウム、鉛、セレンなど）が溶出することが知られている。

本研究では、①沖積堆積物からの有害重金属類溶出特性の解析、②海成堆積物の簡易及び高精度

判別法の開発、③重金属類溶出抑制手法の確立を試みる。また、自然由来の土壌汚染を的確に判別す

るため、溶出特性の解析結果を基に有害重金属類の溶出パターンを類型化する。

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）

本研究では、埼玉県内で採取した複数の自然土壌（沖積堆積物）を用いて土壌溶出試験を実施し、

溶出液のpH、電気伝導度（EC）や濁度、重金属類の溶出濃度の測定結果から、溶出を促進する化学的

因子について解析を試みた。埼玉県でも自然由来と推察されている土壌汚染事例が数多く報告されてお

り、県内各行政機関からは化学的根拠に基づく汚染原因の解析が強く求められている。土壌汚染に関する

研究は、人為由来を対象としたものが中心であり、自然由来の土壌汚染に関する学術的知見や情報は、

現在までほとんど得られていない。

成果の概要（目標達成度）

本研究の結果、沖積堆積物からの重金属類溶出特性は、次の５つに分類されることが分かった。

①土壌コロイドの混入による溶出量増加、②土壌の酸性化による溶出量増加、③土壌の塩基性化に

よる溶出量増加、④土壌の還元化に伴う溶出量増加、⑤有機物との反応による溶出量増加

また、 海成堆積物の判別には、土壌EC、簡易型蛍光X線分析装置を用いた硫黄含有量の測定が有

用であった。天然アルカリ資材（貝化石等）を用いた中和処理で、海成堆積物からの重金属類溶出量は大

きく低減した。中和処理後の土壌 pH は、人為的な影響がない限り、変化しないことを確認した。
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）

・本研究で得られた知見を各行政機関に提供し、円滑かつ効率的な行政施策の遂行に活用する。

・各行政機関からの問合せに対して、迅速かつ的確に回答する。

・海成堆積物の存在範囲を絞り込むことにより、処理対策に要する時間と費用の削減が期待できる。

・中和処理という簡単な方法で溶出量が低減できる見通しが得られたが、実用化を考慮した場合、長期安

定性試験や適用範囲の確認など、更なる検討が必要である。


